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電子国土の概要 
 国土地理院では、「いつでも、どこでも、だれでも位置情報・地理情報を容易に共有できる環境の

構築」を目標に掲げ、様々な地理情報をインターネット上で統合し、誰もが共有して利用できる「電

子国土」の構築を提唱し、その実現に向けた取り組みを推進しています。 

 電子国土では、防災・福祉・安全・安心マップなどさまざまな地理情報を発信できます。

 

アンケートに関する説明資料
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GISの概要 
 ＧＩＳ（Geographic Information System＝地理情報システム、以下「GIS」という。）とは位置や空間に

関するさまざまな情報を、コンピュータを用いて重ね合わせ、視覚的に表示し、高度な分析や迅速

な判断を可能にするシステムです。現在では、専門的な分野での利用から、私たちの生活の身

近な利用へと、その活用範囲はひろがっています。 

 

都市計画／地域開発都市計画／地域開発 総合防災情報システム総合防災情報システム

位置に関する情報の

統合統合

統計データ等

基盤的地図データ

解析／検索／表示解析／検索／表示......

景観シミュレーション景観シミュレーション
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電子国土 Webシステムの仕組み 
 Ｗｅｂ上の地図検索サイトのサービスでは、お店の情報等を地図上にのせて情報提供していま

すが、そのためには、ＧＩＳソフトウェアや背景となる地図の準備が必要になります。しかし、システム

構築、データ作成及び維持管理には高額な費用を必要とするため、GIS の普及は進みづらいとい

う現状がありました。「電子国土 Webシステム」は、「電子国土」を実現するための GISツールとして、

だれにでも無償でご利用頂けるように国土地理院が開発し、公開しているツールのひとつです。 

 従来の地理情報サイトで問題となっていたことの多くが解決しています。 

従来の地理情報発信サイト

Ｗｅｂ型ＧＩＳソフト

＋システム構築

背景地図

情報発信者情報発信者

地理情報

利用者利用者

×発信者が背景地図と地理情報を準備しなければならない
×システム構築、背景地図の整備・更新の費用が高い
×発信者のサーバに大きな負荷がかかる

重ねて
画像データに加工

電子国土Webシステムのしくみ
情報発信者情報発信者

地理情報 利用者利用者

国土地理院国土地理院
背景地図

技術情報の提供

○発信者が、背景地図の準備及び更新が不要となる。
○国土地理院から技術情報が提供されるため、システム構築費用が安くなる。
○サーバが分散するので、発信者のサーバの負担が軽くなる。

ブラウザ上で
自動的に重ねて表示
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電子国土ポータルの概要 
 電子国土ポータルサイト（http://cyberjapan.jp/）は、電子国土の案内所のページです。全国から

発信されている電子国土サイトを見る事ができます。また、 「電子国土」は地図を見るだけでなく、

自分で作った地理情報を発信できます。そのため、情報発信者へは電子国土に関するソフトウェ

ア、ツール、技術情報を提供しています。 

電子国土ポータル http://cyberjapan.jp/

③
電子国土に情報を発信するためのソフ
トウェア、ツール、技術情報を提供して
います

②
「電子国土」は地図を見る
だけでなく、検索や地理
情報の作成ができます。

電子国土の
総合案内所

①
全国から発信している
「電子国土サイト」を見
ることができます。

 

① 全国から発信している「電子国土サイト」を見ることができます。

地方別・団体別・情報別
で検索可能

 



 

② 「電子国土」は地図を見るだけでなく、検索や地理情報の作成ができます。  

使い方

地名や主な公共機関名で検索できる

作図
機能

座標の計測

地図のスクロールA4サイズの印刷が可能拡大・縮小  

 

③ 電子国土サイトサンプル集では、ソフトウェア、ツール、技術情報をわかりやすく解説していま

す。必要なサンプルを組み合わせ利用していただけます。 

サンプルを組み合わせて
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電子国土サイトの事例１ 
   

国土交通省中越地震情報集約マップ 

平成 16 年 10 月 23 日に発生した新潟県中越地震に伴う災害に関して、、 国土交通省の各部

局が調査・収集した土砂災害、道路通行禁止区間・応急復旧済み区間、河道閉塞、河川施

設被害等の情報を、集約マップとしてまとめたものです。 

 また、ボランティア組織が発信している避難所の情報を共有し、双方のサイトの情報を

同じパソコンの画面上で閲覧可能としました。これにより、防災情報が迅速にワンストッ

プで、一般ユーザに提供できるようになりました。 
 

http://zgate.gsi.go.jp/niigatajishin/index.htm 

 

 

 



電子国土サイトの事例２ 
 

安全・安心マップ応用事例 

姶良町いんふぉマップ（鹿児島測量専門学校） 

 

鹿児島測量専門学校 GIS 研究班が「町内各学校の危険個所マップを一元化すれば、情報の

追加・更新もでき、ネット上で公開できる」と提案しました。それに賛同した学生たちや

町教育委員会等が、放課後や休日を利用して１２０ヵ所にも及ぶ危険個所を特定、写真を

撮るなど現地調査を行い、電子国土 Web システムを利用して「姶良町いんふぉマップ」を

作成し、公開しています。 

電子国土 Web システムは、子どもたちの安全確保に役立っています。 

http://www.ksokusen.ed.jp/airainfo/
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背景となる地図データの特徴 
 電子国土 Web システムで配信される、背景となる地図データは、日本全国つなぎ目のな

いシームレスなベクトルデータです。このことは、沖縄から北方向に辿っていくと、北海

道までつなぎ目がなく到着できるということです。 

 また、見る範囲に合せて様々な縮尺の地図データが表示できます。日本全国が入るもの

から、2万 5千分の１相当の地図データ、場所によっては、2500 分の１相当の地図データ

も表示可能です。 

さらに、国土地理院発行の 2万 5千分 1地形図に掲載されている地名・主な公共施設名

による地図の検索が可能です。（今後は、郵便番号による検索機能も追加していく予定で

す。） 

 

日本全国シームレスな地図データ
見る範囲に合わせた適切な縮尺のデータを表示
地名などによる地図検索が可能

背景となる地図データの特徴

2万5千分1
相当DMデータも

表示可能

5万分1
相当

20万分1
相当

300万分1
相当

2千万分1
相当
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触地図原稿作成システムの概要 
 触地図原稿作成システムは、晴眼者が視覚障害者のために触地図原稿を作成することを目
的として開発され、国土地理院がインタ－ネットで公開している「電子国土Webシステム」

を利用して触地図原稿を作成するためのソフトウェアです。1/25,000レベルの地図データ

から選択した情報をもとに触地図記号を生成できる上、必要に応じて信号、バス停、タク

シー乗り場、徒歩道等の情報も追加できるので、個々の視覚障害者の要望に応じたオリジ

ナルな触地図を作成することができます。 

 なお、プリンタで印刷した触地図の原稿は、立体コピ－システムにより立体化すること

を前提としています。 

触地図原稿作成の流れ

電子国土Webシステムへ接続

・作成したい範囲と縮尺を決定。
・触地図記号化する項目の選択。
・実行ボタンをクリック。

自 動 生 成 及 び編 集

日本全国どこでも、触地図原稿の
作成が可能。

指定した範囲が数秒で触地図記号
化され、触地図原稿と地形図が重複
表示されます。
追加したい情報（音声信号・バス停
留所・幼稚園・銀行など）の入力可能。
また、点字による注記入力と健常者
用の注記入力も可能。

 

触 地 図 原 稿 出 力
編集終了後、プリンタで触地図
原稿を出力します。

http://zgate.gsi.go.jp/shokuchizu/

 


